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表面構造パラメータに依存した電子磁気特性を解明

することは表面物理の重要なテーマである．Ce系，U

系化合物に代表される近藤格子系では，外部圧力や元

素置換により格子定数を変化させることで，f電子軌道

と伝導電子の混成の強さに応じた多彩な電子相関現象

が報告されている．これらの物質群に対してエピタキ

シャル成長を用いることで，膜厚制御によって電子状

態が劇的に変わることが近年明らかにされてきた[1]． 

そこで我々は，Ce系合金であるCePt5に着目した．バ

ルクCePt5結晶はPt3カゴメ格子層とCePt2六角格子層の

積層からなり，1.0 K以下で反強磁性秩序を示す．一方

でPt(111)基板上へ成長した多層膜CePt5/Pt(111)では，

20 K以下でコヒーレント近藤状態を形成することが角

度分解光電子分光によって示唆されている[2]．多層膜

では膜厚に依存して様々な超構造を形成することが報

告されているが[3]，特に単層膜の成長可能性や構造に

関してはコンセンサスが得られておらず，詳細な電子

状態観測の報告もない．単層膜による２次元近藤格子

が実現すれば，Au(111)基板上に自己集積したFe(II)フ

タロシアニン分子による2次元近藤格子[4]のように，f

電子磁性イオンの配置制御が可能な新たな実験舞台と

なると期待される． 

本研究では単層膜をエピタキシャル成長させ，走査

トンネル顕微鏡/分光を用いて構造と電子状態の観測

を行なった[5]．試料はPt(111)清浄表面へのCe室温蒸着

とアニールにより作製された．原子分解能での構造観

察の結果，Pt(111)基板と整合する(2×2)構造が観測され，

最表面にはPt3層に余剰なPt原子が付加されたPt4層の

存在が確認された．(2×2)の構造変調は，Pt(111)基板の

上にバッファ層としてPt3カゴメ格子層があり，その上

にCePt2層，最表面にPt4層があるという積層モデルに

よって再現され，第一原理計算で予想されたものと一

致した[6]．5Kでトンネル分光による準粒子干渉測定を

実施したところ，Pt(111)の非占有表面状態と同様の分

散を持ち，低エネルギー側へシフトした電子状態が観

測された．これは， Pt(111)と同じ原子密度を持つ最表

面Pt4層が，下地のCePt2層からの電荷移動を受けたもの

と解釈される．さらに，フェルミエネルギー付近で実

施したトンネル分光測定では，近藤共鳴と混成ギャッ

プとして解釈可能なゼロバイアス異常が観測され，単

層膜でもコヒーレント近藤状態の形成が示唆された． 
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